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本勉強会の背景

国土交通省 技術者資格登録制度においてコンクリート診断士は
『コンクリート橋の点検』のみの登録となっていた。
今回上記に加え
『コンクリート橋の診断』
『鋼橋の点検』
『鋼橋の診断』
が登録となりました。

そこで、高知県コンクリート診断士会に於いて登録区分に対応すべく勉強会
を実施するものです。
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自己紹介

職歴1 鋼橋メーカー

主な経歴 本四公団 岩黒島橋設計ＪＶ架設部会

首都高速 、その他公団 等

職歴2 建設コンサルタント・岡山

主な経歴 国交省 四国地整橋梁設計・補修・耐震補強・

耐荷重補強設計

（管理技術者） 中国地整、四国地整橋梁点検

東京都 永代橋長寿命化設計業務

【耐震補強設計】
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永代橋全景

耐震照査結果 耐対策（機能分離支承の追加）

2016-5月 橋梁と基礎参照
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1.材料特性の違い
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1.1 構造概要 （主に国総研資料第829号 より）
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主に国総研資料第829号 より
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主に国総研資料第829号 より
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国総研資料第829号 より
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国総研資料第829号 P3-4より
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1.2 鋼橋の疲労 鋼橋の疲労（日本道路協会） より
H9.5 に上記便覧示され、H14道示にて初めて規定

疲労は応力振幅（大きさ）と作用回数に依存。
鉄道は活荷重比率大きく（死荷重比率小★）相当以前より疲労対策有。
また、明治から昭和15年以前の全ﾘﾍﾞｯﾄ橋は基本的に疲労問題ない。
【ﾘﾍﾞｯﾄの腐食に関し、若干疲労の課題有り】

★死荷重比率小は次ﾞﾍﾟｰｼﾞ参照
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○死荷重比率 「虹橋」 （橋建協） NO33昭和60年
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○鋼材溶接部、鋼断面急変部
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○床板の疲労損傷 ｺﾝｸﾘｰﾄ部材の補修・補強に関する共同研究報告書（Ⅲ）

疲労損傷が故に、補強は単
に補強計算で決定してはい
けない。

基本は疲労試験で確認す
る必要ある。

標記の共同研究報告書参
照。
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1.3 座屈

ここでは長柱の座屈について例題を。
上図の部材がH300×300×10/15 （SS400)とし、
固定間距離L1=100cmとL2=750cmの場合を考えると、

材料特性は断面2次半径ｒy＝7.51cm

断面積A=119.8cm2

細長比 λ1＝L1/ ｒ＝100/7.51=13.3 （無次元ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ）
λ2＝L1/ ｒ＝750/7.51=99.9

それぞれの許容軸方向圧縮応力度σｃaは
σｃa1＝140Nmm2 （λ＜18）
σｃa2＝（1200000/（6700+λ＾2）Nmm2

＝1200000/（6700+99.9＾2）＝71.9Nmm2

（λ>92）
面積乗じ作用力で示すと

P1=A×σｃa1＝119.8×100×140/1000＝1677KN

P2=A×σｃa1＝119.8×100×71.9/1000＝861KN

①長柱の座屈

②横倒れ座屈
（筆者の経験より）

「よくわかる最新橋の
基本と仕組み」
日大（五十畑弘教授）
より
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鋼橋 RC橋 PC橋
鋼材の腐食

床板の破損

ｺﾝｸﾘｰﾄの
亀裂・剥離

同上塩害

2.点検と材料特性
（上部工損傷による架け替え理由）

昭和52年

昭和61年

平成8年

平成18年
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架け替え理由の内訳 数値一覧
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3.点検診断の拠り所

ほぼNo829が元ネタ提供

下記資料は殆どﾈｯﾄでD.L.できます
Yahoo検索からOK
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着色した資料は、全国建設研修センター 「道路橋メンテナンス技術講習会」にても使用
（道路橋点検士/橋梁調査会の講習会を補完する講習会）
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NO.748
NO.196

NO.829

橋梁が解る良い参考書
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5.年代で判る点検ﾎﾟｲﾝﾄ参照
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4.点検要領・損傷(高知県職員橋梁点検ﾏﾆｭｱﾙ（案）より）
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5.年代で判る点検ﾎﾟｲﾝﾄ

5.1 床板設計基準変遷 配力筋＝主筋の25％,σa：N/mm2

S31(1956).5

T=80KN,曲げ計算式,衝撃別途,配力筋25%,σa＝140N(SR24),最小厚140mm

S39(1964）.6
T=80KN,曲げ計算式,衝撃別途,配力筋25%,σa＝180N（SD30）,最小厚140mm

*************************************************************************************

S42（1967）.9
,配力筋70%,

S43（1968).5

,σa＝140N（SD30）,
*************************************************************************************

S46（1971).3

T=80KN,大型車1000代以上20％増,曲げ計算式見直し,配力筋式規定
S53(1978).4

,σa＝20程度余裕,最小厚規定min160他
**************************

H5(1993).11

T=100KN,B活割増
2016/06/25
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道路橋床板
設計・施工と維持管理

松井繁之
大阪大学名誉教授
大阪工業大学教授
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（参考）年代で判る点検ﾎﾟｲﾝﾄ PC桁編

間詰めｺﾝｸﾘｰﾄの落下
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5.2 設計活荷重基準変遷

M19(1886).8

等分布w＝455Kg/m2

T8(1919).12

T=7.875t,6.375t(府県道),群衆w=490Kg/m2

T15(1926).6

1,2,3等橋の規定
T=12t（1等橋),衝撃荷重の規定

S14（1939).2

1,2,等橋の規定に変更
T=13t（1等橋), w＝500Kg/m2,衝撃荷重の見直し

S31（1956).5

L-20,T=20t（1等橋) ), w＝350Kg/m2

S55(1980).2

TT-43荷重規定
H5(1993).11

自動車荷重25ｔ想定,1,2,等橋の規定廃止,A活荷重B活荷重の設定
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○TL-20～T-8の橋でも（B活に対して）補強してはいけない

古い橋のB活荷重対
策は

『耐荷力照査要領』
及び『応力頻度測定
要領』(道路保全技術
センターH8＿ 左
記）による。

その主旨は（フ
ローの意味する所＝
行間を読むと）【補
強をしてはいけな
い】と説いている。

「鋼橋のＱ＆Ａ保全
編」橋建協 参照
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応力頻度測定の結果 前ページ資料より

応力頻度測定を行
うとほとんどの橋
梁は計算値より相
当小さい応力度し
か発生していない

左表1.0以下

ＴＬ－８
（大正８年）
から
ＴＬ－２０
（昭和31年以降）
まで
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5.3 塗装仕様 年数は橋建協の年数であくまでも目安
S46(1971)塗装便覧/日本道路協会 A-1系が一般的

塗膜寿命
山間部で

15年

この間B系の塩ゴム系（やや厳しい環境：海岸部で15年）
C系のエポキシ樹脂系：瀬戸大橋（やや厳しい環境で30年）も使用されている

H17(2005)塗装便覧/日本道路協会 C-5系が原則

塗膜寿命
やや厳しい
環境で

60年

2016/06/25
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○既設橋塗替塗装作業の課題
ケレン：前述A系
前処理：ブラスト処理+長ばくｴｯﾁﾝｸﾞﾌﾟﾗｲﾏｰ、2次処理：動力工具処理
ケレン：前述C-5

前処理：ﾌﾞﾗｽﾄ処理+無機ｼﾞﾝｸﾘｯﾁﾌﾟﾗｲﾏｰ、2次処理：ﾌﾞﾗｽﾄ処理+無機ｼﾞﾝｸﾘｯﾁﾍﾟｲﾝﾄ
既設の塗替え塗装も同様
・防錆効果のキーはジンク(zinc=亜鉛)が強力な防錆効果を発揮している。ただし、ブ
ラストが必要でブラスト後4時間以内に次工程を終わらす必要がある。法律・労基は

作業員の労働安全衛生上湿式を必須としているが、実態は費用・設備等不可能に近
い。ﾌﾞﾗｽﾄすると旧塗装系の鉛【有毒】が足場内に浮遊する。当然産廃処理必要。
ブラスト足場施行例 ブラスト機械、袋の中はﾌﾞﾗｽﾄ材 多くはｶﾞｰﾈｯﾄ

右上の写真はﾌﾞﾗｽﾄ作業中、この現場では集塵機
使用せず。（積算されていない）最初の写真で煙が
確認できる。外へ排出している。
送風機で 空気循環させているが効果薄い。2016/06/25 32



溶融亜鉛メッキは塩分に弱い

平成17年12月の「鋼道
路橋塗装・防食便覧」
には、『海水飛沫を受
けるような環境で
は・・・早期に腐食が
進行する』と明示され
ており海岸部（塩分環
境下）では溶融亜鉛
メッキ単独での使用は
避ける。

以前の便覧は記載無く、
左の瀬戸大橋（本四公
団）でも使用されてい
る。

グレーチングは錆

道路部分の防
護柵等の発錆
も著しい

マリンライナー運転席より
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6.損傷事例
6.1腐食 資料編に示す
6.2疲労 同上

6.3耐候性鋼橋梁
○耐候性鋼橋梁の課題 【安定さびが形成されていない橋梁多い】
①耐候性鋼橋梁の適用外の場所に採用されている
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②適切な点検維持管理がなされていない
耐候性鋼橋梁の さび評価 一般社団法人 日本橋梁建設協会より
客観的に評価するのはさびサンプル
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③補修は課題が多い
耐候性鋼橋梁も実態 日鉄住金防蝕(株)資料より
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④最悪の事態
2009年第２回CAESER講演会 琉球大学 下里教授 より

２００８年から琉球大学・土木研究所が
観測を開始。琉球大学で常時ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ。
2009年6月著しい変状確認、撤去工事
緊急要請、
2009年7月15日崩落。2016/06/25 40



2016/06/25 41



6.4最近の話題 床板土砂化
○道路橋点検士情報サイト 技術情報 H28.6.17
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床版の損傷－水がらみの疲労による床版骨材化現象

「道路橋床版 設計・施工と維持管理」松井繁之 に寄れば
雨水による疲労損傷への影響と題し
水の影響で骨材化現象が生じると述べられている。

また、「ＲＣ床版とその損傷（その２）」橋梁と基礎98-6松
井繁之、西川和廣他にも 骨材化現象と名付け水がらみの肥料
を実験で確かめられている。
現場では、橋梁全体的な損傷が見られる橋梁【鋼板よる床版

補強がなされている場合が多い】、伸縮装置付近で縦横断の一
番低い箇所で部分的に見られる。
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○「橋梁と基礎」1998年6月
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○変わった損傷

高欄の柱が丸くなり、
場所によっては割れて
いる。

柱に水が溜まり冬場に
凍りその繰り返しで四
角断面が、丸くなり最
後には破断
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ご清聴ありがとうございました
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